
　市川の美しい景観を写した思い出の写真はあり
ませんか。また、これを機に「景観100選」を訪れ、
お気に入りの1枚を撮ってみませんか。詳しくは市
公式Webサイトをご覧ください。
応募方法　応募用紙に必要事項を書き、写真ま
たはデータを添えて8月31日（日）まで（消印有効）

にまち並み景観整備課に郵送または持参。
応募用紙配布場所　 まち並み景観整備課、
総務課、大柏出張所、アイ・リンク情報コーナー、い
ちかわ観光・物産案内所、メディアパーク市川、各
公民館、市公式Webサイトからダウンロード可。
☎704-0067同課

た
く
さ
ん
の
投
票
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
、市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
い
ち
か

わ
景
観
１
０
０
選
」
候
補
と
し
て
、市
内
の
お
気
に
入
り
の
場
所
や

市
川
ら
し
い
景
観
を
募
集
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、こ
の
度
応
募
総

数
１
，８
０
７
票（
２
２
３
景
観
）の
中
か
ら
、平
成
26
年
の「
い
ち
か

わ
景
観
１
０
０
選
」
が
決
定
し
ま
し
た
。(

ま
ち
並
み
景
観
整
備
課)

　昭和26年12月に「市川市廣
こうほう

報」として生まれた本紙は今号で1500号を
迎えました。4・5面では、誕生から80周年を迎える市川市を特集しています。広報いちかわ 1500号 記念

NO.1
江戸川

▲高谷から江戸川上流を望む

市制施行80周年記念   いちかわ景観100選
№ 場　　所
1 江戸川
2 真間川と桜並木
3 里見公園
4 じゅん菜池緑地
5 法華経寺
6 アイ・リンクタウン
7 江戸川からの眺め
8 飾八幡宮と千本イチョウ
9 江戸川に架かる橋からの眺め
10 常夜灯（公園）
11 弘法寺と伏姫桜
12 大柏川第一調節池緑地
13 中山参道と商店街
14 行徳寺町通り周辺の街並み
15 行徳近郊緑地と野鳥観察舎
16 大町自然観察園
17 クロマツと街並み
18 真間山
19 徳願寺
20 里見公園からの東京・江戸川の眺め
21 動植物園
22 国府台斜面緑地
23 権現道
24 市民納涼花火大会
25 行徳みこしとまつり

№ 場　　所
26 ハイタウン塩浜
27 妙典公園
28 市川駅周辺
29 手児奈霊神堂とまつり
30 行徳の歴史ある建築物
31 江戸川沿いの桜並木
32 東京湾三番瀬
33 大柏川と桜並木
34 白幡天神社と湯の花祭り
35 旧行徳街道
36 丸浜川と遊歩道
37 行徳橋（行徳可動ぜき）
38 和洋学園の展望台からの眺め
39 メディアパーク市川・現代産業科学館周辺
40 文学の道（桜土手公園）
41 高圓寺と藤まつり
42 東山魁夷記念館
43 南大野1丁目の街並み
44 旧江戸川
45 江戸川放水路
46 駅前公園（行徳）
47 大門通り
48 塩浜橋
49 こざと公園周辺
50 姥山貝塚公園

№ 場　　所
51 郭沫若記念館
52 下総国分寺周辺
53 南行徳公園（えんぴつ公園）
54 北方小学校からの眺め
55 市川市霊園とイチョウ並木
56 塩浜護岸からの眺め
57 曽谷の高台からの眺め
58 イオン市川妙典店周辺
59 ニッケコルトンプラザ周辺
60 子之神社
61 昭和学院のオープンスペース
62 曽谷貝塚
63 大洲防災公園
64 中江川の桜並木（中江川緑道）
65 文化会館前とプロムナード
66 花の道オアシス（若宮）周辺
67 原木山妙行寺
68 広尾防災公園
69 行徳小学校周辺
70 国分川鯉のぼりフェティバル
71 今井橋
72 小塚山公園
73 須和田公園
74 大町梨街道
75 本八幡駅周辺

№ 場　　所
76 万葉植物園
77 梨畑と梨づくりの風景
78 歴史博物館
79 大町周辺の森
80 芳澤ガーデンギャラリー
81 江戸川妙典堤防
82 行徳駅前と商店街の街並み
83 クリーンスパからの眺め
84 海の見える風景
85 宮内庁新浜鴨場
86 国道14号のバラ
87 市川パークハイツと周辺の緑
88 市民プール
89 曽谷小学校前の桜並木
90 妙典中央通りのけやき並木
91 八幡やぶしらず
92 平田緑地
93 弁天池公園
94 妙典駅周辺
95 木内ギャラリー
96 八幡神社（行徳）と桜
97 パークシティ市川のオープンスペース
98 江戸川第二終末処理場
99 白幡神社（宮久保）と高台からの眺め
100 春日神社（曽谷）と周辺の街並み

●第30回市川市民納涼花火大会………2面
●市職員募集………………………………3面
●市川市の今と昔………………………4-5面
●「チーパス」を持って出かけよう………6面
●こども館で夏休み………………………7面
●平和寄席………………………………8面
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今週号の紙面から

2014年（平成26年）
毎月第１・第３土曜日発行 7月19日  NO.1500 広報いちかわは新聞折り込みでお届けする他、市内各駅の広報スタンドと公

共施設で配布しています。入手困難な方で自宅への配布をご希望の場合は、広
報広聴課へお問い合わせください。



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第2・4土曜日は電話相談のみ）

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん（消費生活相談員）

消費生活センター☎334-0999
行徳支所 第２・４火曜日 10：00～12：00

13：00～16：00
行徳支所市民相談室☎359-1121

多重債務
予約制

市役所 5（火）、19（火）
13：00～16：00

多重債務に関する相談〈弁
護士〉※予約制（消費生活
センター☎334-0999）行徳支所 未実施

人権擁護
市役所 13（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがら
せなどの悩み〈人権擁護委
員、弁護士〉男女共同参画課☎322-6700

建築行政
市役所 毎週月・水・金曜日 9:00～17:15

（受付16：30まで）
建築にかかわる民事的な相談

（中高層建築物を含む）〈建
築行政相談員〉建築指導課☎334-1434

労働
予約優先

市役所 未実施 18:00～20:00 労働上のトラブルに関する
相談〈社会保険労務士〉雇用労政担当室☎704-4131※18:00以降電話334-1111

年金
市役所 26（火） 13：00～16：30

（受付16：00まで） 各種公的年金について
〈社会保険労務士〉行徳支所 14（木）

国民年金課☎334-1127
住宅リフォーム
予約優先

市役所 14（木）、28（木） 13:00～16:00 増改築、修繕など<市川住宅
ﾘﾌｫｰﾑ相談協議会相談員>住環境整備課☎704-0064

心配ごと 八幡市民談話室  4（月）、18（月） 10:00～15:00
（13:00からは弁
護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこ
となど<民生委員児童委員>社会福祉協議会☎320-4001

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般
　
　
　

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
２ 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日 8：50～17：00

（受付16：30まで）
民事に関する一般的な相談・
市政案内〈市民相談員〉出張市民相談 大柏出張所 1（金）、15（金）

行政書士
市役所 11（月） 13：00～17：00

（受付16：30まで）
相続手続、遺言書、贈与、成年後見、契
約書、官公署提出書類作成、外国人の
在留等に関する申請など〈行政書士〉行徳支所 18（月）

行政 市役所 27（水） 13：00～15：00
（受付14：30まで）

国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 未実施

登記
市役所 6（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界
問題など〈司法書士・土地家
屋調査士〉行徳支所 20（水）

不動産取引 市役所 4（月）､18（月） 13：00～16：00
（受付15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸などのト
ラブル〈宅地建物取引主任者〉行徳支所 11（月）

予
約
制

弁護士法律
（平日）

市役所 1（金）、8（金）、15（金）、
22（金）、28（木）、29（金）

13：00～16：00
相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談〈弁護
士〉〈認定司法書士〉

行徳支所 8（金）、15（金）、22（金）
弁護士法律
（土曜） 八幡市民談話室 2（土）

司法書士
法律（昼間）

市役所 20（水） 13：00～16：40行徳支所 未実施

司法書士
法律（夜間）

市役所 6（水）、13（水）、
20（水）、27（水） 17:00～20:00
行徳支所 13（水）

税金 市役所 未実施 13:00～16:00 相続、贈与、売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 未実施

交通事故 市役所 7（木）、21（木） 10:00～15:00 示談や損害賠償の方法〈県
交通事故相談員〉行徳支所 未実施

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
介
護
保
険
地
域
運
営
委
員
会

８
月
１
日（
金
）午
後
１
時
30
分（
受

け
付
け
は
15
分
前
）／

第
２
委

員
会
室
／
10
人　
（
介
護
保
険
課
）

◆
景
観
審
議
会

７
月
25
日（
金
）午
前
10
時（
受
け
付

暮らし

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日
午

前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直
通
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

8

け
は
15
分
前
）～
正
午
／
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
／
５
人

（
ま
ち
並
み
景
観
整
備
課
）

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

７
月
30
日（
水
）午
後
１
時
30
分
／

第
５
委
員
会
室

（
国
民
健
康
保
険
課
）

♦
交
通
対
策
審
議
会

８
月
１
日（
金
）午
後
３
時
／

第
４

委
員
会
室
／
５
人 

（
交
通
計
画
課
）

◆
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

８
月
６
日（
水
）午
前
10
時
／

第

５
委
員
会
室
／
５
人

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

♦
♦
♦

公
民
館
プ
ー
ル
開
場

①
本
行
徳
公
民
館
プ
ー
ル（
25
ｍ

プ
ー
ル
、幼
児
用
ミ
ニ
プ
ー
ル
）②
信

篤
公
民
館
ミ
ニ
プ
ー
ル
③
西
部
公

民
館
ミ
ニ
プ
ー
ル

開
場
日　

８
月
31
日（
日
）ま
で
①

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
５

時
②
③
午
前
10
時
～
正
午
、午
後

１
時
～
３
時
30
分

休
場
日　

①
７
月
21
日（
祝
）・28
日

（
月
）、８
月
25
日（
月
）②
③
月・木
曜
日

及
び
８
月
13
日（
水
）～
16
日（
土
）

※
信
篤
公
民
館
ミ
ニ
プ
ー
ル
は
午
後

の
み
小
学
３
年
生
ま
で
利
用
可
。駐

車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

徒
歩
か
自
転
車
、公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
０・３
３
４
３
社
会
教
育
課

♦
♦
♦

D
V
D
貸
し
出
し
点
数
変
更

図
書
館（
中
央・行
徳・信
篤・南
行
徳・

市
川
駅
南
口
）と
平
田
図
書
室
で
は
、

試
験
的
に
D
V
D
の
個
人
向
け
貸
し

出
し
点
数
を
２
点
に
変
更
し
ま
す
。な

お
試
行
期
間
中
は
D
V
D
の
予
約
受

け
付
け
点
数
も
２
点
に
な
り
ま
す
。

試
行
開
始
日　

８
月
１
日（
金
）

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

♦
♦
♦

水
難
事
故
対
応
訓
練

消
防
局
に
よ
る
水
難
事
故
対
応
訓

練
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
22
日（
火
）※
午
前
９
時
50

分
か
ら
10
時
30
分
ま
で
50
ｍ
プ
ー
ル

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
プ
ー
ル

☎
３
７
３・３
１
１
２
ス
ポ
ー
ツ
課
、

☎
３
３
８・７
３
４
６
市
民
プ
ー
ル

♦
♦
♦

夏
の
交
通
安
全
運
動

７
月
20
日（
日
）～
31
日（
木
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
お
互
い
に 

も
て
た

ら
い
い
ね　

お
も
い
や
り
」で
す
。事

故
を
起
こ
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

☎
３
３
４・１
４
５
３
交
通
計
画
課

♦
♦
♦

火
災
予
防
条
例
の一部
が
改
正

平
成
25
年
８
月
の
京
都
府
福
知
山

花
火
大
会
に
お
い
て
、多
数
の
死
傷

者
を
出
す
火
災
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
火
災
事
故
を
踏
ま
え
、祭

礼
、縁
日
、花
火
大
会
、展
示
会
な

ど
の
大
勢
の
人
が
集
ま
る
催
し
に

際
し
、防
火
管
理
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、火
災
予
防
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、６
月
20
日
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
３・２
１
１
１（
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス・１
番
）消
防
局
予
防
課
※

土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

♦
♦
♦

市
制
施
行
80
周
年
記
念

行
徳
ま
つ
り
参
加
者
説
明
会

11
月
16
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
第
10

回
行
徳
ま
つ
り
の
参
加
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。模
擬
店
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、ス
テ
ー
ジ
に
参
加
希
望
の
方

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

８
月
７
日（
木
）午
後
７
時

行
徳
文
化
ホ
ー
ル
I
＆
I

☎
３
９
５・６
７
８
１
行
徳
ま
つ
り

実
行
委
員
会（

行
徳
支
所
総
務
課
）

アイ・リンクタウン展望施設
休所日変更
花火大会の開催日は特別観覧の
ため臨時休所とし、8月4日（月）は
臨時開所します。※花火大会が
中止となった場合は、通常どおり。

☎711-1142観光交流推進課

市川駅南口図書館を休館
８月２日（土）は、通行規制のため
休館します。なお荒天などの場合

は翌日３日（日）も休館。※返却ポ
ストの利用不可。

☎３２５-６２４１同館

市川駅行政サービスセンター
業務時間の変更
８月２日（土）は、自動交付機、情報

（キオスク）端末、アイ・リンクルーム
／ホールは午後５時まで。※荒天
などの場合は翌日３日（日）に延期。

☎７０４-３１１１同センター

花火大会に伴うお知らせ
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　７月３１日（木）は、固定資産
税第２期、国民健康保険税第１
期の納期です。インターネットや
コンビニエンスストアでも納めら
れます。
（納税・債権管理課、国民健康保険課）

税の納期の確認を

　電力需要が最も多くなるのが夏季で、その３０％程度が家庭用として消費されています。
節電は、地球温暖化対策として、私たち一人ひとりがすぐに実施できる取り組みです。

☎３２０-３１５０環境政策課

節電にご協力ください

クールスポットを利用しよう
　クールスポットとは、身近で涼しく過
ごせる場所のことです。
市内の主なクールスポット

名称 住所
里見公園 国府台３-９
じゅん菜池緑地 中国分４-２７
大町公園
（大町レクリエーショ
ンゾーン）

大町２８４

駅前公園 湊新田２-４

緑のカーテンを育てよう
　緑のカーテンは、建物の壁面などに沿わせて
栽培したツル性植物で作るカーテンです。太陽
の光をさえぎり、葉の蒸散作用によって建物や周
辺の温度上昇を抑える効果があります。

省エネルギー設備を導入しよう
　地球温暖化対策の一環として、住宅用太陽光
発電システム、エネファーム、リチウムイオン蓄電
池システム、HEMS、電気自動車充給電設備の
補助金を交付しています。詳しくは、市公式Web
サイトをご覧ください。

８
月
２
日（
土
）午
後
７
時
15
分
～
８
時
30
分

江
戸
川
河
川
敷（
大
洲
３
丁
目
地
先・北
越
紀
州
製
紙
裏
）

☎
７
１
１・１
１
４
２
市
川
市
民
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会（
観
光
交
流
推
進
課
内
）

※
荒
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
。当
日
は
☎
３
３
４・１
１
１
１
で
午
前
11
時
か
ら
開
催
の

決
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
観
覧
に
お
け
る
注
意
》

●
ＪＲ
市
川
駅
南
口
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。コ
ン
コ
ー

ス
内
や
駅
周
辺
で
の
待
ち
合
わ
せ
は
危
険
で
す
の
で

お
や
め
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。会
場
周
辺
に
は
、毎

年
20
ト
ン
近
く
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
ま
す
。

●
花
火
大
会
終
了
後
の
帰
路
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

河
川
敷
を
上
流
に
進
み
ＪＲ
市
川
駅
や
京
成
線
国
府

台
駅
へ
向
か
う
ル
ー
ト
、ま
た
は
ＪＲ
本
八
幡
駅
方
面
へ

向
か
う
ル
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
事
前
の
場
所
取
り
、花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
火

気
の
使
用
、喫
煙
は
禁
止
で
す
。

●
大
洲
防
災
公
園
駐
車
場
は
、前
日
午
後
11
時
か
ら
当

日
午
後
11
時
ま
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
自
転
車
の
駐
輪
は
、大
洲
中
学
校
臨
時
駐
輪
場
や
行

徳
会
場
臨
時
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市 制 施 行
8 0 周 年 記 念



 

月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

暮らし

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
下
さ
い
。●
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回
収

致
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直

後
の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜

日
の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
尚
、

一
般
ゴ
ミ
一
般
廃
棄
物
等
は
回
収
致
し
ま
せ

ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る
場

合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。　　
（
道
路
安
全
課
）

7・20 

日 

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井

（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之
出
、

南
行
徳
１・２

7・21 

祝 

平
田（
全
）

7・22 

火 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

7・25 

金 

新
田
１・５

7・27 

日 

高
石
神
、宮
久
保
１（
大
境
）、

河
原
、下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間

（
全
）、本
行
徳
、妙
典（
全
）、

塩
焼
、関
ヶ
島
、伊
勢
宿
、末
広

（
全
）、相
之
川（
全
）

7・28 

月 

東
菅
野
４・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）、富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

7・29 

火 

本
北
方
１

7・30 

水 

曽
谷
６・７（
第
５
）、下
貝
塚（
全
）

8・1 

金 

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本
北

方
１
の一
部（
北
方
中
央
）、若
宮
３

（
上
町
）

8・3 

日 

本
北
方
２
、押
切
、湊
、湊
新
田

（
全
）、新
浜
１
、南
行
徳
３・４
、

大
洲（
全
）、大
和
田
１・３・５
、田

尻
４・５
の一
部
、原
木
４
、国
分
２・

３（
根
古
屋
）、若
宮
１
、北
方
町
４

（
東
南
・
富
士
見
台
）、曽
谷
１
、

奉
免
町（
ひ
め
み
や
）、柏
井
町
１

（
第
１
、東
昌
台
）、柏
井
町
３（
第

３
団
地
）

8・4 

月 

国
府
台（
全
）

8・5 

火 

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４

8・7 

木 

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上・下
）、

本
北
方
３
、北
方
３
、若
宮
２

8・8 

金 

稲
荷
木（
全
）

8・10 

日 

高
谷
、二
俣（
全
）、中
国
分（
全
）、

国
分
１
、大
和
田
２・４
、東
大
和

田（
全
）、大
町
、大
野
町（
全
）、稲

越
町
、北
方
町
４（
千
足
）、曽
谷

５・８（
第
６
）

8・11 

月 

真
間
４・５

8・12 

火 

北
国
分（
全
）、中
山
３・４

8・13 

水 

中
山
１・２

8・15 

金 

須
和
田（
全
）、北
方
１

8・16 

土 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）

8・17 

日 

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井

（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之
出
、

南
行
徳
１・２

8・18 

月 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第
１

か
ら
第
４
）、平
田（
全
）

8・21 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～
４
、

市
川
２

8・22 

金 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

8・24 

日 

高
石
神
、宮
久
保
１（
大
境
）、

河
原
、下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間

（
全
）、本
行
徳
、妙
典（
全
）、

塩
焼
、関
ヶ
島
、伊
勢
宿
、末
広

（
全
）、相
之
川（
全
）

8・25 

月 

新
田
１・５
、富
浜（
全
）、宮
久
保

（
全
）

♦
♦
♦

市
川
都
市
計
画
臨
港
地
区
の

案
の
概
要
の
縦
覧
及
び
公
聴
会

♦
縦
覧
及
び
公
述
申
し
出
期
間

７
月
22
日（
火
）～
８
月
５
日

（
火
）※
土・日
曜
日
を
除
く
。

臨
海
整
備
課
ま
た
は
県
都
市

計
画
課

♦
公
聴
会

※
申
し
出
が
な
い
場
合
は
中
止
。

８
月
23
日（
土
）午
前
10
時

行
徳
公
民
館

☎
３
５
９・１
１
５
０
臨
海
整
備
課

 

募
集

♦
♦
♦

図
書
館
ポ
ス
タ
ー・標
語
作
品

中
央
図
書
館
開
館
20
周
年
を
記
念

し
て
、図
書
館
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

♦
ポ
ス
タ
ー
部
門

応
募
資
格　

市
内
在
住・在
学
の
中

学
生
以
下（
団
体
可
）

テ
ー
マ　
「
図
書
館
へ
行
こ
う
」ま
た

は「
図
書
館
マ
ナ
ー
」

応
募
規
定　

四
ツ
切
画
用
紙（
38
×

54
㎝
）を
使
用
し
、作
品
中
に
テ
ー
マ

に
あ
っ
た
文
字
を
入
れ
る
こ
と

♦
標
語
部
門

応
募
資
格　

市
内
在
住・在
勤・在

学
の
方

テ
ー
マ　
「
図
書
館
」

応
募
方
法　

各
図
書
館
で
配
布
し

て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、図
書
館（
中
央・行
徳・

信
篤・南
行
徳・市
川
駅
南
口
）か
平

田
図
書
室
へ
提
出

応
募
期
間　

９
月
21
日（
日
）ま
で

審
査・表
彰　
一
次
審
査
通
過
作
品

は
、９
月
26
日（
金
）か
ら
28
日（
日
）ま

で
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
で
展
示
し
、

来
館
者
の
投
票
と
審
査
委
員
の
審

査
に
よ
り
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま

す
。入
賞
者
は
、11
月
３
日（
祝
）に
行

う
中
央
図
書
館
開
館
20
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
表
彰
し
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

♦
♦
♦

「
ま
ち
な
か
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
秋
」

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
参
加
者

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は
、自
身
が
育

て
て
い
る
庭
や
花
壇
、プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
を一
般
に
公
開
し
、草
花
を
通
し
た

交
流
の
場
と
す
る
こ
と
で
す
。花
を

介
し
た
人
の
き
ず
な
づ
く
り
に
、ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

10
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
４
時

市
内
で
行
っ
て
い
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

※
施
設
管
理
者
の
許
可
が
あ
れ
ば

公
園
や
学
校
な
ど
の
施
設
や
集
合

住
宅
も
可
。

個
人・事
業
者・団
体
を
問
わ
ず
、

応
募
者
自
身
が
管
理
す
る
庭
や
花

壇
を
公
開
し
見
学
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
方
。造
園・園
芸・花
卉
販
売

を
業
と
す
る
方
も
可
。

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
き
、

８
月
15
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に

ま
ち
並
み
景
観
整
備
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
。申
込
用
紙
は

ま
ち
並

み
景
観
整
備
課
、行
徳
支
所
、大
柏

出
張
所
、市
川
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
、い

ち
か
わ
観
光・物
産
案
内
所
、メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク
市
川
、各
公
民
館
で
配
布

し
て
い
る
他
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

☎
７
０
４・０
０
０
３
同
課

♦
♦
♦

健
康
づ
く
り
絵
画

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め
、「
健
康
づ
く
り
絵
画
」を
募

集
し
ま
す
。最
優
秀
作
品
は
、絵
画
を

ポ
ス
タ
ー
に
し
て
市
町
村
や
関
係
機

関
に
配
布
。

県
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
以

下テ
ー
マ　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と応
募
規
定　

個
人
作
品
で
未
発
表

の
も
の
に
限
る
。四
ツ
切
画
用
紙
を

縦
長
に
使
用
し
、作
品
に
文
字
は
入

れ
な
い
こ
と
。作
品
の
裏
面
に
学
校

名
、学
年
、氏
名（
ふ
り
が
な
）を
記

入
。９

月
12
日（
金
）必
着
で
千
葉
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業

課
保
健
事
業
係（
〒
２
６
３・

０
０
１
６
千
葉
市
稲
毛
区
天
台
６

の
４
の
３
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参

☎
０
４
３・２
５
４・７
３
５
５
同
係

（
国
民
健
康
保
険
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

面
接
練
習
セ
ミ
ナ
ー
in
浦
安

浦
安
市
と
合
同
で
面
接
練
習
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。面
接
と
は
何

か
を
再
認
識
し
、実
際
の
面
接
に
お

け
る
立
ち
居
振
る
舞
い
を
実
践
練
習

し
ま
す
。

８
月
８
日（
金
）午
後
１
時
30
分

（
集
合
は
10
分
前
）～
４
時

浦
安
市
高
洲
公
民
館（
浦
安
市

高
洲
５
の
３
の
２
）

就
職
を
希
望
し
て
い
る
15
～
39

歳
ま
で
の
方
、先
着
20
人
※
要
予
約

☎
７
０
４・４
１
３
１
雇
用
労

政
担
当
室

　平成２７年４月１日（水）採用のための職員採用試験を実施します。
※第一次試験日は、いず
れも９月２１日（日）。
※試験会場は、消防吏
員が消防局、それ以外
は千葉商科大学。

※郵送での受験案内配
布も行っています。
※受験料は、いずれも
１,０００円（消防吏員
のみ無料）。

※詳細は市公式Webサ
イトまたは受験案内を
ご覧ください。

受験案内配布※消防吏員　 ７月２２日（火）〜８月１５日（金）　 消防局消防総務課、市内各消防署、出張所　 ☎３３３-２１１１（音声ガイダンス・6番）消防局消防総務課

受験案内配布※消防吏員以外　 ８月１３日（水）まで※土・日曜日、祝日を除く。　 ☎３３４-１１０２人事課

広報いちかわ広告募集

＜申し込み方法＞
１.広告掲載申込書（ 広
報広聴課または市公式Ｗｅ
ｂサイトで入手できます）
２.広告の原稿案（紙）

３.広告に関する事業の説
明書を上記期間内に広報
広聴課へ提出
※複数回の掲載申し込みも可
☎３３４-１１０６同課

掲載料
コマ（タテ８４mm×ヨコ５７.５mm）を１回掲載した場合
●１号広告（第１週号／４色）……５０,０００円
●２号広告（第３週号／２色、特色の指定は不可）……
３０,０００円
※２～４コマ分を１広告としての掲載も可（掲載料はコマ数分必要）。
今回募集するのは…

【１号広告】10月4日号、11月1日号、12月6日号の１２面
【２号広告】10月１8日号、11月15日号、12月20日号の５面
申し込み期間＝7月22日（火）～8月1日（金）
※６回分をこの期間に一括して受け付けます。
※詳しくは市公式Ｗｅｂサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。

10月〜12月の広報いちかわに
掲載する広告を募集します。

   あなたのやる気いただきます

ー市職員募集ー
職種 人数 受験資格 受験案内配布場所 問い合わせ

一般行政職（初級）
事務・技術 合わせて５人程度

高等学校卒
平成７年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人で、学校教育
法に基づく高等学校またはこれと同等と認める学校などを卒業また
は平成２７年３月末日までに卒業見込みの人

人事課、 総務課、南行
徳市民センター、市川駅行政
サービスセンター（土曜日も
可）、大柏出張所

☎３３４-１１０２
人事課

短期大学卒
平成５年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、学校教育
法に基づく短期大学もしくは高等専門学校またはこれと同等と認め
る学校などを卒業または平成２７年３月末日までに卒業見込みの人

一般行政職（年齢・学歴
制限撤廃）①事務②土
木③建築④電気⑤機械

①3人程度
②③④⑤各１人程度

昭和３０年４月２日以降に生まれた人（平成２７年４月１日現在で５９歳までの人）で、
義務教育課程以上を修了した人 、または平成２７年３月までに修了見込みの人
※ただし、市川市職員採用試験における大学卒業枠（平成27年4月1日現在で、
22歳から28歳までの人で大学（短期大学を除く）を卒業した人または平成27年3
月までに修了見込みの人）に該当する人を除く。

保育士 ７人程度 昭和３０年４月２日以降に生まれた人（平成２７年４月１日時点で５９歳までの人）で、
保育士の登録を受けている人または平成２７年４月までに受ける見込みの人

歯科衛生士 １人程度 昭和３０年４月２日以降に生まれた人（平成２７年４月１日時点で５９歳までの人）で、
歯科衛生士の免許を取得している人または平成２７年４月までに取得見込みの人

獣医師 １人程度 昭和５９年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人で、獣医師の免許を取得
している人または平成２７年４月までに取得見込みの人 人事課、動植物園

幼稚園教諭 １人程度

昭和３０年４月２日以降に生まれた人（平成２７年４月１日現在で５９歳までの人）で、次
の（１）（２）の要件を両方とも有する人。

（１）幼稚園教諭の免許を有しているか平成２７年３月３１日までに取得見込みの人
（２）保育士の登録を受けているか平成２７年４月までに登録を受ける見込みの人

教育政策課、 人事課、
総務課、南行徳市民センター、
市川駅行政サービスセンター

（土曜日も可）、大柏出張所

☎３８３-９２２４
教育政策課

職種 人数 受験資格

消防吏員 １２人程度 平成２年４月２日以降に生まれた人（平成27年4月1日現在で24歳までの人）で、学校教育法に規定する高等学校またはこれと同等と認め
る学校などを卒業または平成２７年３月までに卒業見込みの人

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2014年（平成26年）7月19日　No.15003 暮らし



広報いちかわ　2014年（平成26年）7月19日　No.1500 4
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市
川
市
の
今
と
昔

　
昭
和
9
年
に
市
制
施
行
し
た
市
川
市
は
、今
年
の
11
月
3
日（
祝
）に
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
昭
和
か
ら
平
成
の
激
動
の
時
代
の
中
、駅
前
の
開
発
や
市
街
地
の
形
成
な
ど
、誕
生
し
て
か
ら
今
ま

で
、市
川
市
の
街
並
み
は
時
代
に
あ
わ
せ
て
常
に
変
わ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の一方
で
、自
然
、文

化
、地
域
の
催
し
、人
々
の
営
み
な
ど
、昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
時
代
に
あ
わ
せ
て
変
わ
っ
て
い
く
も
の
と
、変
化
す
る
時
代
の
中
に
あ
り
な
が
ら
変
わ
ら
な
い
も

の
。市
川
市
は
そ
の
両
方
を
備
え
て
80
年
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
は
変
わ
っ
た
景
色
に
驚
き

ま
す
か
。そ
れ
と
も
、変
わ
ら
な
い
景
色
に
驚
き
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
広
報
広
聴
課
）

　 JR市川駅北口のロータリーは今も
昔も市民の移動の拠点です。再開
発により、平成22年に駅直結のツイン
タワーのアイ・リンクがオープンしました。
江戸川や市内の景色を始め、東京ス
カイツリーや富士山も見ることができる
この展望施設の来場者は、平成25
年12月に100万人を突破しました。

　

市
川
市
は
、昭
和
9
年
11
月
3
日
に
、市
川

町
・八
幡
町
・
中
山
町
・
国
分
村
の
３
町
１
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。いっ
た
い
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
の
初
め
ご
ろ
、県
は
東
京
東
部
に
隣
接

す
る
地
域
に
、千
葉
県
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
都
市
の
誕
生
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。そ
こ

に
、市
に
な
る
こ
と
で
都
市
計
画
や
独
自
の
事

業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
始
め
た
地

元
町
村
の
意
向
が
合
致
し
、市
制
施
行
の
実
現

を
後
押
し
し
始
め
ま
す
。

　

昭
和
9
年
に
入
る
と
、町
村
合
併
の
準
備
が

い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
す
。合
併
に

向
け
た
準
備
は
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
き
ま
し

た
が
、6
月
に
な
る
と
、新
し
い
市
の
名
前
を

巡
っ
て
、大
き
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

　

新
し
い
市
の
名
前
に
は
、各
町
村
の
名
前
は

使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
す
で
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。新
市
名
の
候
補
に
上
が
っ
て
い
た
の

は
、「
江
東
市
」、「
東

市
」、「
下
総
市
」、「
北

総
市
」、「
総
府
市
」の
五
つ
で
す
。そ
の
決
定

に
、市
川
町
民
は
大
反
対
。「
総
武
線
秋
葉
原
駅

に
は「
両
国・市
川・千
葉
方
面
」と
い
う
案
内
が

あ
る
な
ど
、市
川
と
い
う
名
称
は
す
で
に一
般
の

人
々
に
な
じ
み
深
い
。上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら

読
ん
で
も
、右
か
ら
で
も
左
か
ら
で
も
市
川
市
、

こ
れ
ほ
ど
簡
潔
明
瞭
な
市
名
は
他
に
な
い
。市

の
名
前
は「
市
川
市
」に
す
る
べ
き
だ
」と
い
う

理
由
で
す
。他
の
町
村
は
猛
反
発
。話
し
合
い
は

も
つ
れ
て
、一
時
は
合
併
の
実
現
も
危
ぶ
ま
れ
た

ほ
ど
で
し
た
。

　

暗
礁
に
乗
り
か
け
た
合
併
で
す
が
、各
町
村

間
で
何
度
も
何
度
も
協
議
を
重
ね
、よ
う
や
く

9
月
に
市
の
名
称
は「
市
川
市
」、八
幡
町
の

「
薮
知
ら
ず
」よ
り
東
側
の
国
道
沿
い
に
市
役
所

を
設
置
、各
町
村
の
要
望
の
実
現
に
努
め
る
と

い
っ
た
条
件
で
折
り
合
い
が
つ
き
、合
併
へ
の
準

備
が
再
び
動
き
始
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、11
月
3
日
、つ
い
に
市
川
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。こ
の
時
の
人
口
は
4
万
人
余
り
。県

内
で
は
千
葉
市
・
銚
子
市
に
続
き
３
番
目
の
市

制
施
行
と
し
て
、真
の
都
市
と
な
る
べ
く
市
川

市
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、大
柏
村
、行
徳
町
、南
行
徳
町
と

合
併
し
、さ
ら
に
埋
め
立
て
に
よ
り
土
地
が
造

成
さ
れ
、市
川
市
は
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

（
協
力・歴
史
博
物
館
）

　昔の写真では女性が梨ゲタを履
き、現在の写真では金属製の台を
持ってそれぞれ作業をしています。道
具や機械、品種改良など、梨作りの
技術はさまざまに進歩してきました。し
かし、農家の方が上を向き、一つひと
つ心を込めて梨を育てている姿は、
今も昔も変わりません。

▼大正時代ごろ

▶
昭
和
37
年
ご
ろ

市
川
駅
前

梨
畑

「
市
川
市
」を
知
る
〜
市
の
誕
生

大柏村

旧市川市

昭和24年合併

昭和9年市制施行

埋立造成地

八幡町

中山町

国分村

市川町

昭和38年～59年埋め立て

行徳町
昭和30年合併

南行徳町
昭和31年合併

▲昭和30〜40年代

市
制
施
行
80
周
年
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市
川
市
は
、昭
和
9
年
11
月
3
日
に
、市
川

町
・八
幡
町
・
中
山
町
・
国
分
村
の
３
町
１
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。いっ
た
い
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
の
初
め
ご
ろ
、県
は
東
京
東
部
に
隣
接

す
る
地
域
に
、千
葉
県
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
都
市
の
誕
生
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。そ
こ

に
、市
に
な
る
こ
と
で
都
市
計
画
や
独
自
の
事

業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
始
め
た
地

元
町
村
の
意
向
が
合
致
し
、市
制
施
行
の
実
現

を
後
押
し
し
始
め
ま
す
。

　

昭
和
9
年
に
入
る
と
、町
村
合
併
の
準
備
が

い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
す
。合
併
に

向
け
た
準
備
は
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
き
ま
し

た
が
、6
月
に
な
る
と
、新
し
い
市
の
名
前
を

巡
っ
て
、大
き
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

　

新
し
い
市
の
名
前
に
は
、各
町
村
の
名
前
は

使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
す
で
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。新
市
名
の
候
補
に
上
が
っ
て
い
た
の

は
、「
江
東
市
」、「
東

市
」、「
下
総
市
」、「
北

総
市
」、「
総
府
市
」の
五
つ
で
す
。そ
の
決
定

に
、市
川
町
民
は
大
反
対
。「
総
武
線
秋
葉
原
駅

に
は「
両
国・市
川・千
葉
方
面
」と
い
う
案
内
が

あ
る
な
ど
、市
川
と
い
う
名
称
は
す
で
に一
般
の

人
々
に
な
じ
み
深
い
。上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら

読
ん
で
も
、右
か
ら
で
も
左
か
ら
で
も
市
川
市
、

こ
れ
ほ
ど
簡
潔
明
瞭
な
市
名
は
他
に
な
い
。市

の
名
前
は「
市
川
市
」に
す
る
べ
き
だ
」と
い
う

理
由
で
す
。他
の
町
村
は
猛
反
発
。話
し
合
い
は

も
つ
れ
て
、一
時
は
合
併
の
実
現
も
危
ぶ
ま
れ
た

ほ
ど
で
し
た
。

　

暗
礁
に
乗
り
か
け
た
合
併
で
す
が
、各
町
村

間
で
何
度
も
何
度
も
協
議
を
重
ね
、よ
う
や
く

9
月
に
市
の
名
称
は「
市
川
市
」、八
幡
町
の

「
薮
知
ら
ず
」よ
り
東
側
の
国
道
沿
い
に
市
役
所

を
設
置
、各
町
村
の
要
望
の
実
現
に
努
め
る
と

い
っ
た
条
件
で
折
り
合
い
が
つ
き
、合
併
へ
の
準

備
が
再
び
動
き
始
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、11
月
3
日
、つ
い
に
市
川
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。こ
の
時
の
人
口
は
4
万
人
余
り
。県

内
で
は
千
葉
市
・
銚
子
市
に
続
き
３
番
目
の
市

制
施
行
と
し
て
、真
の
都
市
と
な
る
べ
く
市
川

市
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、大
柏
村
、行
徳
町
、南
行
徳
町
と

合
併
し
、さ
ら
に
埋
め
立
て
に
よ
り
土
地
が
造

成
さ
れ
、市
川
市
は
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

（
協
力・歴
史
博
物
館
）

▼大正時代ごろ

　JR本八幡駅北口から千
葉街道に向かう通りは、本八
幡地区のメイン通りのひとつ
です。再開発により、平成25
年にグランドターミナルタワー
本八幡が完成し、昔からある
商店街の歴史を受け継ぎな
がら、中心市街地にふさわし
い魅力ある複合市街地となり
ました。

　市川市指定有形文化財第1号の常夜灯は、1812年
に航路安全を祈願して成田山講中が奉納したもので
す。かつては夜に明かりがともり、道しるべとしての役目も
果たしていたようです。平成21年の常夜灯公園オープン
に伴い現在の場所に設置され、川辺や海辺の街である
行徳地区で、今でも、人々や船を見守っています。

本
八
幡
中
央
通
り

常
夜
灯

大柏村

旧市川市

昭和24年合併

昭和9年市制施行

埋立造成地

八幡町

中山町

国分村

市川町

昭和38年～59年埋め立て

行徳町
昭和30年合併

南行徳町
昭和31年合併

▲昭和30年ごろ

昭和42年ごろ▶

江
戸
川
に
か
か
る

京
成
線
鉄
橋

　現在、アイ・リンクタワー展望施設か
らは、京成線鉄橋とともに、JR総武線
の橋梁と市川橋が並んでいる姿を眺
めることができます。これらの橋は、今
も昔も東京と千葉を結ぶ架け橋に
なっています。
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受
け
付
け
前

☎
３
３
４
・１
１
７
８
こ
ど
も
福

祉
課

♦
♦
♦

入
学
準
備
金
の
貸
し
付
け

高
校
・
専
修
学
校（
２
年
以
上
の
専

門
課
程
）・短
期
大
学・大
学
へ
進
学

す
る
子
ど
も
の
入
学
資
金
に
お
困

り
の
方
に
資
金
の一
部
を
無
利
子
で

お
貸
し
し
ま
す
。貸
し
付
け
に
は
審

査
が
あ
り
ま
す
。合
格
前
で
も
申
請

が
で
き
ま
す
の
で
、早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格　

次
の
要
件
の
全
て
を

満
た
し
て
い
る
方
①
保
護
者
が
市

内
に
居
住
し
て
い
る
②
入
学
資
金

の
調
達
が
困
難（
収
入
制
限
あ
り
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る（
保
護
者
と

別
居
し
、年
収
１
３
０
万
円
以
上
の

方
）

貸
付
限
度
額

区分 国公立 私立

高等学校 １０万円 ３０万円

専修学校 １５万円 ４０万円

短期大学 ２０万円 ４０万円

大学 ２５万円 ５０万円

返
済
方
法　

修
業
年
限
終
了
後
、

３
年
以
内
の
分
割
返
済

10
月
１
日（
水
）～
平
成
27
年
２

月
２
日（
月
）に
申
請
書
な
ど
を
就

学
支
援
課
に
持
参
※
郵
送
不
可
。

受
付
期
間
外
に
入
学
資
金
が
必
要

な
と
き
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。☎

７
０
４・０
２
５
６
同
課

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・

１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問　

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問　

母

子
健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連

絡
票
に
必
要
事
項
を
書
き
、保
健

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
。里
帰
り
先
で
新

生
児
訪
問
を
希
望
す
る
方
は
、生

市
内
在
住
の
小
学
生（
１
人
）、大

人（
１
人
）の
ペ
ア
、抽
選
で
15
組
30
人

（
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
）

往
復
は
が
き
に
、必
要
事
項

（
上
段
参
照
）を
書
き
、８
月
４
日

（
月
）必
着
で
、循
環
型
社
会
推
進

課
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
係

（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
２
の

１
８
の
９
）

☎
３
２
０・３
９
７
１
同
課

♦
♦
♦

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
ハ
ガ
キ

毎
月
中
旬
過
ぎ
に
、生
後
10
カ
月

を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
に

は
が
き
で
育
児
相
談
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
の
身
体
の
こ
と
、離
乳
食
の
こ

と
な
ど
心
配
や
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

保
健
推
進
員
の
訪
問

赤
ち
ゃ
ん
が
生
後
３
カ
月
過
ぎ
に

保
健
推
進
員
が
訪
問
し
、４
カ
月

赤
ち
ゃ
ん
講
座
や
育
児
相
談
の
案

内
を
し
ま
す
。訪
問
時
に
物
品
販

売
は
し
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

サ
マ
ー
動
物
教
室

午
前
は
飼
育
作
業
体
験
、午
後
は

動
物
病
院
見
学
・
動
物
の
心
臓
の

音
を
聞
く
体
験
を
し
ま
す
。

８
月
９
日（
土
）

動
植
物
園

抽
選
で
小
学
１・２
年
生
15
人

程
度
、３・４
年
生
10
人
程
度
、５・

６
年
生
10
人
程
度

往
復
は
が
き（
複
数
名
の
応
募

可
）に
必
要
事
項（
上
段
参
照
）、

学
校
名
を
書
き
、７
月
26
日（
土
）

必
着
で
動
植
物
園（
〒
２
７
２
・ 

０
８
０
１
大
町
２
８
４
）

☎
３
３
８・１
９
６
０
同
園

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
大
柏
出
張
所

「
子
育
て
ナ
ビ
」の
窓
口
が
出
張
し

ま
す
。我
が
家
の
子
育
て
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

８
月
20
日（
水
）午
前
10
時（
受

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

三
種
混
合
予
防
接
種
は
お
早
め
に

三
種
混
合
予
防
接
種（
ジ
フ
テ
リ

け
付
け
は
10
分
前
）～
正
午

大
柏
出
張
所　

１
歳
半
～
就
園
前
の
親
子　

前
日
ま
で
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

出
産
を
む
か
え
る
夫
婦
の
食
事
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
簡
単
な
調
理
、試
食
。

９
月
６
日（
土
）午
前
11
時
～
午

後
１
時
30
分

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
11
月
～
平
成
27

年
１
月
の
妊
婦
と
夫（
妊
婦
の
み
も

可
）、16
組
32
人

１
人
２
５
０
円

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

勾ま
が

玉・組
ひ
も
を
つ
く
ろ
う

①
勾
玉
＝
や
わ
ら
か
い
石
を
加
工
し

て
古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま

す
。１
～
２
時
間
／
３
０
０
円
。

②
組
ひ
も
＝
輪
状
の
糸
を
指
に
か
け

て
古
式
の
ひ
も
を
作
り
ま
す
。10
分

程
度
の
無
料
体
験
か
ら
、20
～
30
分

／
１
０
０
円
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
。

７
月
19
日（
土
）・
27（
日
）、８
月

２
日（
土
）・
10
日（
日
）・
16
日（
土
）・

24（
日
）。①
午
前
10
時
～
正
午
②

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
相
談
に
よ

り
別
日
程
の
開
催
も
可
）

考
古
博
物
館

小
学
生
以
上
※
低
学
年
の
場
合

は
な
る
べ
く
保
護
者
同
伴
。

①
は
汚
れ
て
も
い
い
服
装

☎
３
７
３・２
２
０
２
同
館

♦
♦
♦

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
、８
月
中
に
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。対
象
の
方
に
は
７

月
末
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８
月
29
日（
金
）ま
で
に
届
け
出
が
な

い
と
、８
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、２

年
以
上
未
提
出
の
場
合
は
、時
効
に

よ
り
手
当
を
受
け
る
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
。な
お
、所
得
制
限
に
よ

る
所
得
超
過
に
よ
り
手
当
を
受
け

て
い
な
い
方
も
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

８
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）

こ
ど
も
福
祉
課
、
福
祉
課

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

後
28
日
ま
で
過
ご
す
市
町
村
へ
確

認
を
し
、訪
問
指
導
が
な
い
場
合

は
、市
に
戻
っ
て
か
ら
１
～
２
カ
月

児
訪
問
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

中
央
図
書
館
講
座

「
Y
A
 P
o
p
  C
l
u
b
」

Y
A
コ
ー
ナ
ー（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
コ
ー

ナ
ー
）に
あ
る
本
に
楽
し
い
ポ
ッ
プ
を

つ
く
り
ま
す
。

７
月
24
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

中
央
図
書
館

13
～
19
歳
の
方
、先
着
10
人

応
募
用
紙
を
書
き
、各
図
書
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出
か
、直
接
中

央
図
書
館
Y
A（
ワ
イ
エ
ー
）担
当

ま
で
電
話

☎
３
２
０
・３
３
４
６
こ
ど
も
と

し
ょ
か
ん

♦
♦
♦

夏
の
公
開
講
座
開
催　

①
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
入
門
～
メ
ジ

ロ
を
作
っ
て
み
よ
う
～

②
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ

③
植
物
の
名
前
調
べ
と
標
本
作
り

④
セ
ミ
の
羽
化
観
察
会

①
８
月
２
日（
土
）午
後
１
時
～

３
時
②
８
月
３
日（
日
）午
前
10
時

～
正
午
③
８
月
８
日（
金
）・９
日

（
土
）午
前
10
時
～
正
午
④
８
月
９

日（
土
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分
行
徳
野
鳥
観
察
舎（
福
栄
４
の

22
の
11
）

小
学
生
以
上（
小
学
生
は
要
保

護
者
同
伴
）①
先
着
15
人
②
③
④

先
着
20
人

①
３
０
０
円
③
２
０
０
円

☎
３
９
７・９
０
４
６
同
観
察

舎

（
地
域
整
備
課
）

♦
♦
♦

夏
休
み
自
然
を
楽
し
む
講
座

親
子
で
樹
木
の
名
札
付
け

里
見
公
園
内
の
樹
木
に
一
緒
に
名

札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

８
月
21
日（
木
）午
前
10
時（
受

け
付
け
は
30
分
前
）～
正
午
※
荒

天
の
場
合
22
日（
金
）に
延
期
。

抽
選
で
20
組
程
度（
小
学
４
年

生
以
上
は
１
人
で
も
参
加
可
）

１
組
５
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
上

段
参
照
）、小
学
３
年
生
ま
で
は

保
護
者
名
を
書
き
、８
月
１
日

（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に（
公

財
）市
川
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
財
団（
〒
２
７
２
・０
８
２
７
国

府
台
３
の
９
の
１
）

☎
３
１
８・５
７
６
０
同
財
団

♦
♦
♦

母
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
な
ど
。

９
月
22
日（
月
）・
29
日（
月
）午

後
１
時
～
４
時
※
２
日
間
で
１

コ
ー
ス南行

徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
11
月

～
平
成
27
年
１
月
の
妊
婦
、45
人

※
両
親
学
級
と
の
重
複
受
講
不

可
、２
回
目
は
夫
ま
た
は
祖
父
母

の
参
加
も
可
。

☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

両
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
な
ど
。

①
９
月
20
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
／
保

健
セ
ン
タ
ー
、②
９
月
28
日（
日
）午

後
１
時
～
４
時
／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー初産

で
出
産
予
定
日
が
11
月

～
平
成
27
年
１
月
の
妊
婦
と
そ
の

夫
。抽
選
で
各
45
組
※
母
親
学
級

と
の
重
複
受
講
不
可
、結
果
は
８

月
下
旬
に
は
が
き
で
通
知
。

往
復
は
が
き
に
夫
婦
の
必
要
事

項（
上
段
参
照
）・
生
年
月
日
・
出
産

予
定
日
を
書
き
、８
月
１
日（
金
）

～
15
日（
金
）必
着
で
、希
望
会
場

①
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２
・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）②

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２・ 

０
１
３
８
南
行
徳
１
の
21
の
１
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

ア・百
日
ぜ
き・破
傷
風
）は
、生
後
３

カ
月
か
ら
90
カ
月
に
至
る
ま
で
の
間

に
合
計
４
回
接
種
し
ま
す（
基
礎
免

疫
）。現
在
は
４
種
混
合
予
防
接
種

（
ジ
フ
テ
リ
ア・
百
日
ぜ
き・
破
傷
風
・

ポ
リ
オ
）が
開
始
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
製
造

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。三
種
混
合（
４

回
接
種
）で
予
防
接
種
を
行
っ
て
い

る
方
は
、接
種
間
隔
を
守
り
お
早
め

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
疾
病
予
防

課♦♦
♦

親
子
で
体
験

リ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

親
子
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
資
源
化

す
る
た
め
の
中
間
処
理
施
設
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
す
。

紙
す
き
体
験
も
で
き
、夏
休
み
の
自

由
研
究
に
も
な
り
ま
す
。

８
月
21
日（
木
）午
前
９
時（
市

役
所
前
集
合
）～
午
後
４
時　

新
日
鉄
住
金
物
流
君
津（
株
）、

京
葉
ガ
ス（
株
）、他

　チーパス対象の店でこのカードを提示すると、いろいろな子育て応援
サービスを受けることができます。詳細はチーパスねっとWebサイトをご
覧ください。
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求
人

♦
♦
♦

市
内
公
立
保
育
園　

非
常
勤
職
員
募
集

職
種　

①
保
育
士
②
パ
ー
ト
保
育

待
遇　

交
通
費
実
費
支
給（
規
定

に
よ
る
）。①
時
給
１
，２
３
０
円
。

各
種
保
険
加
入
②
時
給
９
９
０

円応
募
条
件　

①
保
育
士
証
取
得
済

み
の
方
②
保
育
士
証
取
得
済
み
の

方
ま
た
は
自
身
の
子
ど
も
の
子
育

て
経
験
が
あ
る
方

電
話
後
、履
歴
書
と
免
許
状
の

コ
ピ
ー
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
保
育

施
設
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住

所
不
要
）

☎
７
１
１・１
７
９
８
同
課　

健
康
・
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

水
の
抵
抗
を
利
用
し
た
運
動
を
行

い
ま
す
。泳
げ
な
く
て
も
、水
中
で

の
運
動
は
健
康
や
体
力
づ
く
り
に

と
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

７
月
28
日（
月
）・30
日（
水
）、８
月

４
日（
月
）・６
日（
水
）・
18
日（
月
）・

20
日（
水
）・25
日（
月
）・27
日（
水
）、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
10
分
～
10
時

55
分
※
荒
天
中
止

市
民
プ
ー
ル

先
着
50
人

無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
は
必
要
）

水
着
、タ
オ
ル
な
ど

☎
３
７
３・３
１
１
２
ス
ポ
ー
ツ
課

♦
♦
♦

い
き
い
き
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

市
民
交
流
大
会

健
全
な
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
通
じ
て
、安
心
し
て
市

民
交
流
が
で
き
る
大
会
で
す
。※
7

月
28
日（
月
）事
前
説
明
会
あ
り
。

８
月
１
日（
金
）午
前
11
時
30
分

～
午
後
５
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
80
人

５
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、７
月
24
日

（
木
）必
着
で
健
康
麻
将
全
国
会
市

川
支
部（
〒
２
７
２・０
０
３
４
市
川

１
の
４
の
10
ダ
イ
エ
ー
市
川
店
８
階
）

☎
０
９
０・６
０
１
５・７
９
４
７

同
協
会（
安
井
）

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・N
P
O
課
）

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー☎３

７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

自
死
遺
族
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
地
域
担
当

♦
♦
♦

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

①
新
規
講
習
②
再
講
習

①
８
月
27
日（
水
）・
28
日（
木
）、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時

②
８
月
29
日（
金
）午
前
９
時
～
11

時
40
分

消
防
局
※
車
で
の
来
場
は
不
可

①
市
内
在
住・在
勤
の
方
、先
着

１
３
０
人
。た
だ
し
、８
月
13
日

（
水
）時
点
で
定
員
に
達
し
て
い
な
い

場
合
は
、市
外
の
方
で
も
受
け
付

け
。②
先
着
１
３
０
人

①
４
，１
０
０
円
②
２
，４
０
０
円

（
い
ず
れ
も
修
了
証
カ
ー
ド
料
含
む
）

①
７
月
28
日（
月
）か
ら
②
７
月

30
日（
水
）か
ら
各
消
防
署
に
て
受

け
付
け（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
郵
送・電
話
受
け
付
け
不
可
。

☎
３
３
３・２
１
１
１（
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス・１
番
）消
防
局
予
防
課

♦
♦
♦

特
別
障
害
者
手
当
制
度
、特
別
障

害
者
制
度
の
所
得
制
限

◆
特
別
障
害
者
手
当
制
度

在
宅
の
20
歳
以
上
で
２
つ
以
上
の
障

害
が
重
複
、ま
た
は
重
度
の
障
害
の

た
め
、日
常
生
活
に
常
に
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す（
指
定
診
断
書

な
ど
に
よ
る
審
査
あ
り
）。所
得
制

限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
制
限

施
設
入
所
者（
通
所
は
除
く
）、病

院
な
ど
に
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い

る
方
は
支
給
対
象
外
で
す
。支
給

制
限
に
該
当
す
る
方
は
障
害
者
支

援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
７
０
４・０
２
７
２
同
課

♦
♦
♦

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

～
心
の
通
う
支
援
を
目
指
し
て
～

重
症
心
身
障
害
児
者
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
は
、本
人
を
理
解
す
る
上
で
大

変
重
要
で
す
。ご
家
族
の
方
、日
頃
か

ら
重
症
心
身
障
害
児
者
の
現
場
に

携
わ
っ
て
い
る
方
、携
わ
っ
て
い
な
い
方

な
ど
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
井
上
み
ど
り
氏（
千
葉
県
教
育

庁
葛
南
教
育
事
務
所
指
導
室
指
導

主
事
）

７
月
28
日（
月
）午
後
７
時
～
９
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

50
人

☎
３
７
０・１
８
７
１
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
７
０・１
８
７
２
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

「
自
分
ら
し
い
明
日
の
た
め
に
」

成
年
後
見
制
度
上
映
会
＆
相
談
会

成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、知
的
障

害
、精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
、判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
を
法
律
的
に
保
護

す
る
制
度
で
す
。ビ
デ
オ
上
映
会
に
引

き
続
き
、相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
11
日（
月
）午
後
２
時
～
４
時

鬼
高
公
民
館

☎
３
２
０・４
０
０
１
社
会
福
祉

協
議
会

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
相
談

７
月
25
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
高
齢
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

や
ま
ぶ
き
園
納
涼
祭

屋
台（
焼
き
そ
ば
、お
好
み
焼
き
な
ど
）、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、大
抽
選
会
な
ど
。

８
月
３
日（
日
）午
後
５
時
～
８
時

※
雨
天
中
止

や
ま
ぶ
き
園（
奉
免
町
１
９
１
の
２
）

☎
３
２
０・７
２
４
１
同
園

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

愛
の
献
血

７
月
23
日（
水
）午
前
10
時

20

～
11
時
30
分・午
後
１
時
～
４
時
30

分
東
西
線
行
徳
駅
前　

☎
０
４
７・４
５
７・０
７
１
１
千
葉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

口
腔
が
ん
検
診

30
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
検
診
を

行
い
ま
す
。

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）と
生
年
月
日
を
書
き
、保
健

セ
ン
タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２
・

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
１
８
の
８
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
同
セ
ン
タ
ー

歯
科
担
当

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
、歯
や

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口

で
受
け
付
け
、対
応
し
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
正
午

歯
科
医
師
会
口
腔
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

介
護
職
員
初
任
者
研
修（
旧
ヘ
ル

パ
ー
２
級
）９
月
開
講
コ
ー
ス　

受
講
者
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
い
ま
す
。

９
月
３
日（
水
）～
11
月
19
日

（
水
）25
日
間
の
講
義・演
習
と
２
日

間
の
実
習
、講
義
・
演
習
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時
、実
習
は
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

（
一
社
）市
川
市
福
祉
公
社（
南
八

幡
５
の
10
の
７
）

市
内
在
住・在
勤・在
学
で
15
歳
以

上
、履
修
科
目
を
全
て
受
講
可
能
で

心
身
共
に
健
康
な
方
、抽
選
で
20
人

５
０
，０
０
０
円
※
別
途
、健
康
診

断
実
費
負
担
あ
り
。

は
が
き
ま
た
は
封
書
に
必
要
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）、生
年
月
日
、受

講
動
機
を
書
き
、８
月
６
日（
水
）必

着
で
同
公
社（
〒
２
７
２・０
０
３
３

市
川
南
１
の
１
の
１
ザ 

タ
ワ
ー
ズ 

イ
ー
ス
ト
２
０
９
）

☎
３
１
３・４
０
７
０
同
公
社

 

求
人

♦
♦
♦

臨
時
講
師（
教
員・補
助
教
員・養
護
教

諭・学
校
事
務
職
員・学
校
栄
養
職
員
）

相
当
免
許
状
を
持
っ
て
い
る
方

雇
用
期
間　

３
週
間
～
１
年
間

時
給　

雇
用
の
形
態
に
よ
っ
て
異
な
る

電
話
で
面
接
日
の
予
約
の
上
、履

歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
）と
教
員

免
許
状
の
コ
ピ
ー
を
持
参

☎
３
８
３・９
２
６
１
義
務
教
育
課

♦
♦
♦

い
き
い
き
健
康
教
室
看
護
師

高
齢
者
の
健
康
相
談
、健
康
教
育
な
ど
。

看
護
師
ま
た
は
保
健
師
有
資
格

者
、若
干
名

雇
用
期
間　

９
月
か
ら

時
給　

１
，３
４
０
円

☎
３
３
４・１
１
５
１
高
齢
者
支
援
課

こども館名 行事名 日時 対象・定員

中央こども館               
☎３２０-３３３７

ボランティアグループ
「三角ぼうし」の音楽絵本

７月２４日（木）第１部：午前１１時
第２部：午後２時

第１部：乳幼児とその親
第２部：小学生

みんなであそぼう
～中高生と乳幼児のふれ
あい交流～

７月２５日（金）・ ３０日（水）
午前１０時３０分～１１時３０分

１歳以上の幼児と保護者、
市内在住・在学の中学生・
高校生

ダンボールであそぼう ８月１日（金）　　　　　　　
午前１０時３０分～１１時３０分　　 小学生以上

子どものための
平和展

８月６日（水）～１５日（金）※月曜日除く。時
間及び対象に関しては内容により変更あ
り。詳しくはこども館へお問い合わせ下さい。

市内在住・在学で小学生以
上

工作「万華鏡」 ８月２０日（水）～２３日（土）
午後３時３０分～４時３０分

市内在住・在学で小学生以
上

相之川こども館     
 ☎３５６-７３８１

 こども祭り ７月２５日（金）午後２時～４時 小学生以上
①工作「おみくじ」
②工作「シーグラスのキー
ホルダー」

①７月２６日（土）・３０日（水）、②８月２０日（水）
　午後２時３０分～４時３０分
※受け付け午後４時１０分まで。

小学生以上

チャレンジランキング ８月６日（水）～９日（土）
午後２時３０分～４時３０分　 小学生以上

市川こども館     
☎３２２-１４０４

わいわいこどもまつり
①７月２５日（金）午後２時～４時
②７月２６日（土）午前１０時～正午／午後２
時～４時

幼児とその親、小学生

貝殻を使った工作 ８月２０日（水）～２２日（金）
午後３時３０分～４時３０分 小学生以上

大洲こども館    
☎３７６-１２１２

①工作「サンド・アート」
②工作「ゆらゆら金魚」

①７月２５日（金）・２６日（土）午後２時～３時
各日先着１５人（要申し込み）

②８月３０日（土）午後２時～４時
こどもまつり ８月２２日（金）・２３日（土）午後１時～４時 小学生以上

南八幡こども館
☎３７６-１１１８

①工作「モビールを作ろう」
②工作「はりこボックス」
③工作「布を染めてみよう」

①７月１６日（水）～２０日（日）午後３時～４時
小学生以上、
各日先着１０人②８月６日（水）～１０日（日）午後３時～４時

③７月２６日（土）・８月２日（土）午前１１時～正午

みんなであそぼう
～中高生と
乳幼児の
ふれあい交流～

７月３０日（水）午前９時～午後０時３０分 小学５・６年生、中学生
／先着１０人

７月３１日（木）午前９時～午後０時３０分 中学生、高校生
／先着１０人

７月３０日（水）・３１日（木）午前１１時～正午 乳幼児とその保護者
プチ☆いち

「こども館まつり」 ８月２７日（水）午後２時～4時 小学生以上
※幼児も可。

　こども館では、夏休み中楽しい催しをたくさん計画しています。ぜひ遊びに来てください。

こども館で夏休み

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2014年（平成26年）7月19日　No.15007 支え合い



発売開始情報
７月２６日(土)発売開始

市川市市民文化サポーター企画事業
平木かよ JAZZ PIANO 
TRIO

１０月１８日（土）１４:００/平木かよ
（ピアノ・ボーカル）、関口宗之
（ベース）、金井塚秀洋（ドラム）/
曲目＝あなたと夜と音楽と、ブロー
ドウェイ、ニューヨークの秋、他/
全席自由８００円/ １００円引
/

文化会館

好評発売中
第７回 いちかわ市民ミュージ
カル公演「月の雫」
８月３１日（日） ①１２:３０ ②１６:３０
/大ホール/指定S席２,５００円、
指定A席２,０００円、自由席１,
０００円（当日各席５００円増し）/

主催・ ☎７１１-８８１３いちかわ
市民ミュージカル実行委員会

市川市市民文化サポーター企画事業
フォルクローレコンサート
９月２０日(土)１４:００/ローズルー
ム/出演＝グルーポ・カンタティ/
曲目＝コンドルは飛んでいく、ボリ
ビア、他/全席自由５００円/

愛でつながるロマン派の天才
作曲家たち
９月２３日(祝)１4:００/小ホール/
大谷康子（バイオリン）、江口玲

（ピアノ）/曲目＝シューマン「ア
ダージョとアレグロ」、ワーグナー
(タウジッヒ編曲)歌劇“ワルキュー

レ”より「ワルキューレの騎行」、他
/全席指定３,５００円/ 大学生
以下５００円引/

外山啓介 クリスマスリサイタ
ル in Ichikawa
１２月１４日（日）１５:００/小ホール/
曲目＝シューマン(リスト編曲)「献
呈」、リスト「愛の夢　第３番」、他
/全席指定 ３,５００円/ ５００円
引/大学生以下１,０００円引/

行徳文化ホールI&I

行徳文化ホールI&I開館１０周
年記念演劇
淑女のロマンス

１０月１６日（木）１５:００/出演＝前
田美波里、柴田理恵、キムラ緑
子/全席指定４,０００円/ ５００
円引/

芳澤ガーデンギャラリー

芳澤寄席
８月２日（土）１４:００/出演＝立川
生志/全席自由１,３００円/
１００円引/

芳澤ジャズライブ２０１４
８月３日（日）１５:００/出演＝秋田
慎治（ピアノ）/全席自由２,０００
円/ ２００円引/

ローズメンバーズ募集中。詳しくはWeb
サイト、またはお問い合わせください。

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

10

申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 高校生以下 未就学児入場不可 市役所

J：COM市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

10：00 12：30
19:00 22：00

放送
時間

 〈広報広聴課〉
景観100選 2014 夏休みの遊び場

7月19日（土）〜25日（金） いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
 毎日午後6時30分～35分（5分間）

7月26日（土）〜8月1日（金）

特集 特集
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　日常で忘れがちな「心のゆとり」は、笑いから。笑いを
通して、平和の大切さを体感してください。

①７月３１日（木）②８月７日（木）、いずれも午後
３時３０分から※雨天中止、予約不要。

①子の神中央公園②百合台公園
ジョウロ、ひしゃく、ペットボトルなど水をまく道具
☎３３２-８７４０河川・下水道計画課

平和寄席

～ひろげよう打ち水の輪～

出演者　三遊亭小遊三、柳亭
楽輔、桂米福、宮田陽・昇、他

１０月５日（日）午後２時（開場は
１時間前）～４時

文化会館
市内在住・在勤・在学の方、

抽選で１,６００人
往復はがきに参加者全員の

必要事項（６面上段参照）、
参加人数（1枚２人まで）を
書き、８月１日（金）まで（消印
有効）に総務課（〒272-8501※住所不要）。※車
椅子などでの来場は記入してください。申し込みは１
世帯１枚まで（複数枚応募無効）。抽選結果及び入
場券（全席指定）は９月上旬までに発送。

☎７０４-４１２９同課

打ち水大作戦inいちかわ

 イベント
♦♦♦
夏休み自由研究おたすけ月間

☎３７３-６３５１または直接歴史博物館
◆博物館探検ツアー
博物館の常設展示の見学の他、普段は
見られない資料の収蔵庫などを見学し、そ
の保存の秘密や工夫について学びます。

８月２日（土）・２３日（土）、いずれも午前
１０時３０分と午後１時３０分の全４回、各回
１時間程度

歴史博物館
小学３年生以上、先着各１０組※保護

者参加可。
◆歴史地図作り
学芸員と市内の文化財を巡り、身近な歴
史への興味・関心を深めます。まとめ方の
例として地図作りも指導。

①７月３０日（水）②８月２７日（水）、いずれ
も午前１０時～正午

①常夜灯周辺②手児奈霊神堂周辺
小学３年生以上、先着各２０人※保護

者同伴可。
♦♦♦
体験学習「火をおこそう」
縄文時代から現代までの火おこし方法を
体験します。

８月１６日（土）午後２時～３時３０分
考古博物館
小学生以上、先着３０人※親子での参加可。
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、7月31日（木）まで（消印有効）に同館
（〒２７２-０８３７堀之内２-２６-１）

☎３７３-２２０２同館
♦♦♦
ボランティアガイド市川案内人の会によ
るウォーキング「長田谷津を訪ねて」
当日集合時間までに集合場所へ。
コース　JR市川大野駅改札（午前10時
集合）→万葉植物園→大野城跡→法蓮
寺→礼林寺→駒形大神社→動植物園

（昼食）→長田谷津→観賞植物園→北総
線大町駅（解散）※約６ｋｍ、天候により
コース変更の場合あり。

７月２９日（火）午前１０時～午後２時※小雨決行
430円（市内居住の65歳以上の方は

証明証持参で無料）
昼食、飲み物
☎３３４-５７１０同会　

（観光交流推進課）
♦♦♦
８ミリフィルムをビデオに変換
８ミリフィルムで撮影した古い映像をVHS
テープに写し替えてみませんか。

８月２３日（土）午前１０時～午後５時
メディアパーク市川文学研修室
先着２０人
本日午前９時から☎３２０-３３３４文学

ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
夏のおたのしみ会
～みんなでつくろう　のはらうた
工藤直子の詩集「のはらうた」が誕生して
今年で３０年。そこで工藤直子作品の朗読
や絵本の読み聞かせを行います。また、参
加した子ども達全員で「こどもとしょかん版
のはらうた」を作ります。

７月２４日（木）午後３時３０分（集合は５
分前にくつろぎ広場）～４時

こどもとしょかん
小学生以上
☎３２０-３３４６同施設

♦♦♦
工藤直子展関連イベント

☎３２０-３３３４文学ミュージアム
◆工藤直子展ギャラリー・トーク
学芸員による紹介と解説。

8月10日・17日・24日・31日、いずれも日
曜日、午後１時３０分

メディアパーク市川企画展示室
観覧料一般４００円、６５歳以上３２０

円、高校生・大学生２００円、中学生以下
無料、障害者手帳をお持ちの方と付き添
いの方１人無料
◆工藤直子・新沢としひこコンサート
詩人・工藤直子と新沢としひこの２人でお
届けする、詩と歌のコンサート。

８月１６日（土）午後２時（開場は３０分前）～4時
メディアパーク市川グリーンスタジオ
抽選で２２０人
大人１,５００円、中学生・高校生１,０００円

（工藤展観覧料含む、小学生以下無料）
往復はがきに必要事項（６面上段参

照）、参加人数（１枚４人まで）を書き、８月１日
（金）まで（消印有効）に同ミュージアム「工
藤直子展」関連イベント係（〒２７２-００１５
鬼高１-１-４）※締め切り後、定員に余裕があ
る場合は電話で申し込みを受け付けます。
♦♦♦
わっしょい行徳夏祭り
～市期一会IN行徳　ＹＥＧ３０周年記念事業～
屋台出店、ステージイベント、みこし、抽選
会、宝探し大会、かき氷早食い大会、他。

７月２６日（土）午前１１時～午後６時※
荒天の場合、翌日に延期。

行徳フラワー通り周辺道路（行徳駅前
２丁目周辺）

☎３７７-１０１１市川商工会議所指導課
（商工振興課）

♦♦♦
自然博物館の催し

☎３３９-０４７７同館※いずれも荒天中止。
◆長田谷津散策会

８月２日（土）午前１０時（動物園券売所
前集合）～１１時３０分
◆野草の名札付けをお手伝い
車をご利用の方は要問い合わせ。

８月３日（日）午前１０時（観賞植物園入
口集合）～正午

♦♦♦
戦争と平和上映会「今あなたに伝えたい」
東京大空襲を経験した市民と、広島で被爆し
た市民の体験談を中心に収録したＤＶＤ（３０
分）を上映。パネルと書籍の特別展示あり。

８月３日（日）①午後１時②午後２時③午
後３時

行徳公民館
市内在住・在勤・在学の方、先着各２０人
☎３５８-９０１１行徳図書館

♦♦♦
水木洋子邸一般公開

「公開１０周年／懐かしい昭和の道具」
７月２６日（土）・２７日（日）、８月９日（土）・

１０日（日）・２３日（土）・２４日（日）、午前１０
時～午後４時
◆ミニイベント「梨の枝で九猿をつくろう」

７月２６日（土）午後２時～３時
先着20人（子ども可）
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）
♦♦♦
祭りだよin原木中山
東日本大震災復興支援や地域のふれあい、
地域経済の活性化を目的に開催します。

７月２６日（土）午前１１時～午後９時
東西線原木中山駅東側周辺（原木1

丁目周辺）
☎３２８-３２６４ＮＰＯ法人マーロード

（ボランティア・ＮＰＯ課）

♦♦♦
東山魁夷記念館「夏のワークショップ」
日本画の画材（岩絵具）でオリジナルうちわ
をつくろう。夏休みの自由研究にもなります。
講久保田恭子氏（日本画家）、他

８月２３日（土）・２４（日）いずれも午後１時
～４時

東山魁夷記念館及び第四中学校
抽選で各３０人※小学生は要保護者

同伴。未就学児連れでの参加不可。
高校生以上１,０００円、小・中学生５００円
往復はがきに参加者全員の必要事項

（６面上段参照）と参加希望日を第２希望
まで書き、８月１日（金）必着で東山魁夷記
念館（〒２７２-０８１３中山１-１６-２）

☎３３３-２０１１同館
♦♦♦
夏休みスタジオ～映像作品をつくろう～
台本作りから演技、撮影、編集までを行い、
オリジナルの映像作品を参加者全員で作
ります。完成作品は「いちかわイイネ　映
像・ＣＭコンクール」へ出品します。

８月１日（金）～３日（日）午後１時３０分 ～５時
文学ミュージアム
市内在住・在勤・在学の小学生以上で

３日間全て受講できる方、先着２０組※小
学生は要保護者同伴。

１組１,０００円
☎３２０-３３３４同ミュージアム（月曜日休

館）

　今年の夏を、日本古来の風習である打
ち水で涼しく過ごしてみませんか。
　打ち水のやり方はとても簡単です。朝
夕のあまり日差しが強くない時間に、お風
呂の残り湯や溜めておいた雨水などを地
面にまくだけで、まいた水が蒸発する際に
地面の熱を奪い、暑さを和らげます。
　今年も公園ミニプールの水を有効活
用したイベント「打ち水大作戦in
いちかわ」を開催しますので、ぜ
ひ体験してください。

▲三遊亭小遊三


